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金ナノ粒子（AuNP）は、表面プラズモン共鳴に基づく特異的な光学特性をはじめ、優れた熱的、電気

的性質などの特徴を有することから、バイオセンサーやマーカー、ドラッグデリバリーシステム、光線

力学的治療、有機太陽電池、導電性インクなど、バイオテクノロジーや医療、エレクトロニクス分野を

中心に盛んに研究されている。また、粒子のサイズや形状、表⾯官能基、凝集状態などのチューニング

によって機能の制御が可能であり、このことも AuNP の利用価値を高めている。本研究では、AuNP の

バイオテクノロジーへの応用のための基盤技術として、生体由来の高分子であるアルギン酸ナトリウム、

キトサン、レクチン（コンカナバリン A、ピーナッツレクチン、レンズマメレクチン、小麦胚芽レクチ

ン）を被覆材とした金ナノ粒子を作製し、粒子の構造や界面物性について調べたとともに、菌体への吸

着性について検討した。 

AuNP は、テトラクロロ金(Ⅲ)酸と生体由来高分子の混合水溶液から、加熱法または 25℃での水素化

ホウ素ナトリウム水溶液添加法によって調製した。いずれの高分子を用いた場合でも、AuNP を合成す

ることができた。また、それらのプラズモン共鳴吸収波長や分散安定性は、被覆材の分子種や濃度によ

り変化したことから、それらのパラメータにより粒子のサイズや凝集性を制御できることが示された。

良好な分散安定性が得られる条件で合成した粒子に対して、透過型電子顕微鏡観察を行ったところ、ア

ルギン酸ナトリウム被覆 AuNPおよびキトサン被覆金ナノ粒子では、数～10 nmの粒径を持つ粒子が確

認された。また、それらの粒子分散液に対して測定したゼータ電位は、それぞれカルボキシル基とアミ

ノ基に由来する負と正の値であったことから、生体由来高分子を用いて異なる電荷をもつ AuNPを合成

できたことになる。また、レクチン被覆金ナノ粒子は、いずれのレクチンを用いた場合でも、これまで

の合成条件の範囲では、粒径数 nmの粒子が多く形成されており、ゼータ電位は負の値となった。 

合成した AuNPを用いて細菌の凝集試験および走査型電子顕微鏡観察を行った。表面被覆材が異なる

AuNP とグラム陰性細菌および陽性細菌の複数の組み合わせについて検討したところ、組み合わせや

AuNP 分散液の添加量による凝集性の違いが認められた。それらの中で、キトサン被覆 AuNP およびコ

ンカナバリン A被覆 AuNP とグラム陰性細菌である Serratia marcescensの組み合わせでは、菌体凝集が

認められたとともに、菌体表面に AuNP 吸着によると思われる構造が観察された。 
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